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令 和 ４ 年 度 事 業 報 告 書 

（令和４年５月１日から令和５年４月３０日まで） 

 

Ⅰ 事業活動 

 １ 平成８年１月２９日に財団法人として設立し、平成１１年１１月から事業

を開始しました。 

 

 ２ 当公社は、栽培基金の管理と長崎県から施設（栽培センター）の貸与を受

け、種苗生産活動を行いながら運営しています。 

 

 ３ 平成２０年１２月１日の特例財団を経て、平成２６年４月１日に財団法人

対馬栽培漁業振興公社から法人の名称変更を行い、公益財団法人対馬栽培漁

業振興公社へと移行しました。 

 

 ４ 当該年度事業活動 

   地球温暖化等により海洋（海岸）環境は悪化の一途をたどり、当公社の種

苗生産にも暗い影を落とし、出荷は年々減少し公社運営は非常に厳しい状況

に陥っています。 

今年度も状況の改善は見られず、思うような種苗生産と出荷には至ってい

ません。 

 

  ○ 公益事業 

公社設立の目的である公益事業の放流用種苗生産においては、温暖化に

よる海水温の上昇やイスズミなどの食害魚の影響により、餌となる海藻類

が激減して磯場が荒廃し、近年では放流による漁獲量の増加につながって

いるかどうか不明であるとして放流活動が自粛され、放流用種苗としての

アワビの出荷は減少しています。 

また、現在の環境下でも生存し、一定程度の水揚げが期待できるサザエ

については、昨年度の異常な高水温による生産個数の減少により、一定の

出荷は確保できたものの十分な状況にはなっていません。今後も海水温の
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上昇はサザエの幼生の定着率の低下を招き、来年度以降の出荷に影響を及

ぼすことが懸念されています。 

さらに、赤ウニについては、放流の成果が分からないとして放流が自粛

されており、今年度も出荷することができませんでした。 

 

  ○ 収益事業 

アコヤ貝については、対馬真珠養殖漁業協同組合が実施している、当公

社で採卵し海水温の高い大分県で育てる取組により一定の出荷が確保さ

れ、併せて、北村真珠養殖株式会社からも引き続き注文を受けたことによ

り、計画出荷量を上回ることができました。 

また、岩ガキについては、ホタテの貝殻を活用する努力などにより一定

の生産数を確保しましたが、計画生産数には至りませんでした。 

さらに、カジメ・アラメ種糸は、磯焼け対策を実施する集落が増えたこ

とを受け、生産数を増やして対応しましたが、計画生産数には至りません

でした。しかしながら、付着率の悪いものを除いて、全て出荷することが

できました。 

 

  ○ まとめ 

以上のとおり、公益事業の出荷は限られており、磯焼けに歯止めがかか

らない現状では、収益事業により一定の収益を確保する取組を継続し、そ

の収益で補いながら、基幹である公益事業の復活・拡大に向けた取組を強

化する必要があります。 

 

Ⅱ 事業概要 

 １ 公益事業 

   出荷数について、主力商品であるアワビは、対前年度比２４１．３％であ

り、大型サイズの出荷が主となっています。 

また、サザエについては、昨年度の異常な高水温による稚貝の斃死により、

要望された個数を確保することができず、対前年度比７４．１％と低迷して

います。 
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さらに、赤ウニについては、前年度と同様に出荷数０となっています。 

公益事業全体の出荷額は、対前年度比１３４．８％となりましたが、思う

ような出荷額とはなっておらず、海藻類の激減による放流活動の自粛は大き

な痛手となっています。 

  ⑴ アワビ種苗生産 

⑵ 赤ウニ種苗生産 

⑶ サザエ種苗生産 

 

 ２ 収益事業 

   出荷数について、アコヤ貝は、対馬真珠養殖漁業協同組合が実施している、

当公社で採卵し海水温の高い大分県で育てる取組による注文及び北村真珠

養殖株式会社からの注文により、対前年度比７０．９％と率では減少しまし

たが、一定の収益を上げることができました。 

また、岩ガキについては、採卵時の定着率が改善したことにより生産が安

定し、前年度に対して大幅増産となり、生産目標に近付けることができまし

た。 

さらに、アラメ種糸については、磯焼け対策が推進されていますが、着底

の不調により対前年度比８７．５％に留まっています。 

結果として、通常の収益事業では、対前年度比７３．４％の減収となりま

した。 

⑴ アコヤ貝種苗生産 

⑵ 岩ガキ種苗生産 

⑶ アラメ・カジメ種糸生産 

 

３ まとめ 

   事業全体では、公益事業と収益事業を合わせた収入は、対前年度比の８２．

４％にとどまり、前年度のホンダワラ種苗生産事業の受託料収入も加えた金

額と比較すると対前年度比の６７．４％に落ち込んでいます。 

   今後とも、海藻類の復活に期待し、種苗の定着率を上げる努力をしていき

ます。 
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Ⅲ 事業別種苗生産実績 

 １ アワビ種苗生産 

⑴ 計画生産数：２５～３０ｍｍサイズ１０万個 

    採卵を５回実施し、１２万個を生産しました。 

⑵ 出荷数 

    ４０～８０ｍｍサイズ８，４４７個を出荷しました。 

 

 ２ 赤ウニ種苗生産 

⑴ 計画生産数：３０ｍｍサイズ２万個 

    ２万２千個を生産しました。 

⑵ 出荷数 

    放流事業の自粛により出荷の実績はありませんでした。 

 

 ３ サザエ種苗生産 

⑴ 計画生産数：２０～３０ｍｍサイズ１０万個 

    採卵を４回実施し、７万個を生産しました。 

⑵ 出荷数 

    ２０～４０ｍｍサイズ１万個を出荷しました。 

 

 ４ アコヤ貝種苗生産 

⑴ 計画生産数：３ｍｍサイズ１２０万個 

    ２～３ｍｍサイズ２６１万個程を生産しました。 

⑵ 出荷数 

    １か月養生１３３万個、２か月養生１０８万個、計２４１万個を出荷し

ました。 

 

 ５ 岩ガキ種苗生産 

⑴ 計画生産数：１０ｍｍサイズ２５０連（ホタテ貝殻１０個付着６０枚） 

    ２４０連を生産（沖出）しました。 

⑵ 出荷数 
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    １００％付着９３連、７０％付着８２連、１０％付着１０連、計１８５

連を出荷しました。 

 

 ６ アラメ・カジメ種糸生産 

⑴ 計画生産数：種糸３０巻（１００ｍ/巻） 

    アラメ３０巻を生産しました。 

⑵ 出荷数 

    アラメ１４巻を出荷しました。  
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  　　　（単位：円）

当 年 度 前 年 度 増 減

Ⅰ

1

54,885 37,848 17,037

12,911,604 5,638,050 7,273,554

270,721 1,100,000 △ 829,279

1,286,881 1,066,439 220,442

350,000 152,900 197,100

14,874,091 7,995,237 6,878,854

2

(1)

基本財産定期預金 100,000,000 100,000,000 0

100,000,000 100,000,000 0

(2)

運用財産定期預金 670,000,000 703,000,000 △ 33,000,000

退職給与引当金 5,169,068 4,969,018 200,050

675,169,068 707,969,018 △ 32,799,950

(3)

長期前払金（リサイクル券） 6,230 6,230 0

機械装置（殺菌装置） 3,307,500 4,252,500 △ 945,000

車両（軽トラック） 619,627 851,987 △ 232,360

3,933,357 5,110,717 △ 1,177,360

779,102,425 813,079,735 △ 33,977,310

793,976,516 821,074,972 △ 27,098,456

Ⅱ

1

354,031 332,856 21,175

52,480 50,880 1,600

1,113,564 1,122,018 △ 8,454

8,910,241 324,916 8,585,325

350,000 152,900 197,100

81,000 81,000 0

流動負債合計 10,861,316 2,064,570 8,796,746

2 固定負債

5,169,068 4,969,018 200,050

固定負債合計 5,169,068 4,969,018 200,050

16,030,384 7,033,588 8,996,796

Ⅲ正味財産の部

1 指定正味財産合計 770,000,000 803,000,000 △ 33,000,000

出捐金 770,000,000 803,000,000 △ 33,000,000

(100,000,000) (100,000,000) (0)

(670,000,000) (703,000,000)  (△33,000,000)

2 一般正味財産 7,946,132 11,041,384 △ 3,095,252

正味財産合計 777,946,132 814,041,384 △ 36,095,252

負債及び正味財産合計 793,976,516 821,074,972 △ 27,098,456

負債合計

貸倒引当金

流動負債

資産合計

（うち基本財産）

未払金（餌代、消耗品、点検修繕費等）

消費税

流動資産

現　　金

普通預金

流動資産合計

固定資産

基本財産

基本財産合計

特定資産

特定資産合計

退職給与引当金

その他固定資産合計

固定資産合計

負債の部

（うち運用財産）

項 目

貸 借 対 照 表

その他固定資産

令和５年４月３０日現在

未払金（3・4社保・4電気）

未収金

長期未収金

消費税還付金

法人税（国、県、市）

貸倒引当金

社会保険・雇用保険預り金

資産の部

所得税預り金
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　　　（単位：円）

公益目的事業会計 収益事業等会計 法 人 会 計 内部取引消去 合 計

Ⅰ 資産の部

1 流動資産

現金 54,885 54,885

普通預金 12,911,604 12,911,604

未収金 270,721 270,721

長期未収金

消費税還付金 1,136,445 150,436 1,286,881

貸倒引当金 350,000 350,000

1,136,445 771,157 12,966,489 14,874,091

2 固定資産

(1) 基本財産

基本財産定期預金 100,000,000 100,000,000

100,000,000 100,000,000

(2) 特定資産

運用財産定期預金 670,000,000 670,000,000

退職給与引当金 4,047,380 1,121,688 5,169,068

674,047,380 1,121,688 675,169,068

(3)

長期前払金(ﾘｻｲｸﾙ券) 4,878 1,352 6,230

機械装置(殺菌装置) 2,589,772 717,728 3,307,500

車両(軽トラック) 485,168 134,459 619,627

3,079,818 853,539 3,933,357

677,127,198 1,975,227 100,000,000 779,102,425

678,263,643 2,746,384 112,966,489 793,976,516

Ⅱ負債の部

1 流動負債

354,031 354,031

52,480 52,480

945,873 167,691 1,113,564

7,804,760 1,099,368 6,113 8,910,241

350,000 350,000

81,000 81,000

流動負債合計 8,750,633 1,698,059 412,624 10,861,316

2 固定負債

4,047,380 1,121,688 5,169,068

固定負債合計 4,047,380 1,121,688 5,169,068

12,798,013 2,819,747 412,624 16,030,384

令和５年４月３０日現在

流動資産合計

基本財産合計

特定資産合計

その他の固定資産合計

固定資産合計

社会保険料預り金

所得税預り金

未払金(社保・電気)

未払金(餌代、消耗品等)

法人税(国、県、市)

消費税

退職給与引当金

貸倒引当金

資産合計

負債合計

その他の固定資産

貸 借 対 照 表 内 訳 表

項 目
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　　　　　（単位：円）

当 年 度 前 年 度 増 減

Ⅰ 一般正味財産増減の部

1 経常増減の部

(1) 経常収益

① 基本財産運用益 252,000 252,000 0

② 運用財産運用益 1,515,775 1,852,205 △ 336,430

③ 事業収益

・ 公益事業益 2,213,139 1,642,356 570,783

・ 収益事業益 6,975,474 9,509,390 △ 2,533,916

④ 雑収入 1,610 22,147 △ 20,537

⑤ 運用財産振替額 0 0 0

⑥ 委託金 0 2,475,000 △ 2,475,000

経常収益計 10,957,998 15,753,098 △ 4,795,100

(2) 経常費用

① 事業費

・ 公益事業費 41,102,163 37,827,928 3,274,235

・ 収益事業費 5,722,570 8,390,005 △ 2,667,435

② 管理費 1,515,398 1,715,625 △ 200,227

③ 退職給付金繰入額 0 0 0

④ 貸倒引当金 0 0 0

⑤ 退職給与金 0 0 0

⑥ 予備費 0 0 0

経常費用計 48,340,131 47,933,558 406,573

当期経常増減額 △ 37,382,133 △ 32,180,460 △ 5,201,673

2 経常外増減の部

(1) 経常外収益

運用財産取崩振替額 33,000,000 32,000,000

消費税還付金 1,286,881 1,066,439 220,442

(2) 経常外費用

貸倒引当金支出 0 0 0

当期一般正味財産増減額 △ 3,095,252 885,979 △ 3,981,231

一般正味財産期首残高 11,041,384 10,155,405 885,979

一般正味財産期末残高 7,946,132 11,041,384 △ 3,095,252

Ⅱ 指定正味財産増減の部

基本財産運用益 252,000 252,000 0

運用財産運用益 1,515,775 1,852,205 △ 336,430

一般正味財産振替額 1,767,775 2,104,205 △ 336,430

　指定正味財産増減額 △ 33,000,000 △ 32,000,000 △ 1,000,000

当期指定正味財産増減額 △ 33,000,000 △ 32,000,000 △ 1,000,000

指定正味財産期首残高 803,000,000 835,000,000 △ 32,000,000

指定正味財産期末残高 770,000,000 803,000,000 △ 33,000,000

Ⅲ 正味財産期末残高 777,946,132 814,041,384 △ 36,095,252

正 味 財 産 増 減 計 算 書

科 目

令和４年５月１日から令和５年４月３０日まで
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  　　　　　（単位：円）

公益目的事業会計 収益事業会計 法 人 会 計 内部取引消去 合 計

Ⅰ 一般正味財産増減の部

1 経常増減の部

(1) 経常収益

① 指定正味財産振替額

252,000 252,000

1,515,775 1,515,775

② 事業収益 2,213,139 6,975,474 9,188,613

③ 雑収入

受取利息、謝礼等 1,610 1,610

④ 運用財産振替額

⑤ 委託金

経常収益計 3,728,914 6,975,474 253,610 10,957,998

(2) 経常費用

① 事業費 41,102,163 5,525,470 46,627,633

1,486,655 422,486 1,909,141

給与・手当 11,221,608 1,112,727 12,334,335

役員報酬 2,179,872 604,128 2,784,000

福利厚生費 2,390,110 204,200 2,594,310

旅費交通費 34,500 69,400 103,900

通信運搬費 4,530 4,530

消耗品費 101,905 116,446 218,351

点検修繕費 12,872,793 1,958,689 14,831,482

備品購入費 94,227 26,113 120,340

燃料費 46,069 12,768 58,837

光熱水料費 9,160,394 493,385 9,653,779

産廃処理費

保険料 316,972 87,846 404,818

委託料 275,185 76,265 351,450

消費税

法人県市民税 81,000 81,000

施設整備費

921,873 255,487 1,177,360

② 管理費 197,100 1,515,398 1,712,498

役員報酬 216,000 216,000

会議費 225,830 225,830

旅費交通費 156,100 156,100

通信運搬費 92,887 92,887

種苗生産費

減価償却費

運用財産受取利息振替額

正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表

令和４年５月１日から令和５年４月３０日まで

科 目

基本財産受取利息振替額
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  公益目的事業会計 収益事業等会計 法 人 会 計 内部取引消去 合 計

消耗品費 133,117 133,117

備品購入費

光熱水料費 60,000 60,000

リース料 319,880 319,880

委託料 88,000 88,000

租税公課 10,200 10,200

雑費 13,384 13,384

退職給与引当 200,000 200,000

貸倒引当 197,100 197,100

経常費用計 41,102,163 5,722,570 1,515,398 48,340,131

当期経常増減額 △ 37,373,249 1,252,904 △ 1,261,788 △ 37,382,133

２ 経常外増減の部

(1) 経常外収益

① 指定正味財産振替額

運用財産取崩振替額 32,000,000 1,000,000 33,000,000

消費税還付金 1,136,445 150,436 1,286,881

経常外収益計 33,136,445 150,436 1,000,000 34,286,881

(2) 経常外費用

貸倒引当金支出

経常外費用計

経常外増減額 33,136,445 150,436 1,000,000 34,286,881

当期経常外増減額 33,136,445 150,436 1,000,000 34,286,881

他会計振替額 738,666 △ 738,666

当期一般正味財産増減額 △ 3,498,138 664,674 △ 261,788 △ 3,095,252

11,041,384 11,041,384

7,946,132 7,946,132

Ⅱ 指定正味財産増減の部

　基本財産受取利息 252,000 252,000

　運用財産受取利息 1,515,775 1,515,775

1,515,775 252,000 1,767,775

指定正味財産取崩額 32,000,000 1,000,000 33,000,000

△ 33,000,000 △ 33,000,000

703,000,000 100,000,000 803,000,000

670,000,000 100,000,000 770,000,000

Ⅲ 正味財産期末残高 670,000,000 107,946,132 777,946,132

指定正味財産期末残高

科 目

退職給与金

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

一般正味財産への振替額

当期指定正味財産増減額

指定正味財産期首残高
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